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先週の授業参観・ＰＴＡ総会にはご多用の中、多くの皆さんのご参加をいただき
ありがとうございました。校長から、総会の中で次のような話をしました。
本日は授業参観に引き続き、この総会にご出席いただきましてありがとうござい

ます。また、役員の皆様をはじめ多くの方々のお力をいただいてこの総会を開くこ
とができました。重ねてお礼申し上げます。さて、本校は今年度、通常学級各学年
３クラス、特別支援学級６クラス、児童数５６１人でスタートしました。新しく入
学した１年生も最初は少し緊張した感じでしたが、だいぶ小学校生活に慣れてきた
ように思います。（１年生との会話を紹介）
今年は新年度すぐに１０連休があり、元号が「令和」になりました。また、５月

６日は本校の開校記念日で、休み明けの５月７日には開校記念式を行いました。（学
校の昔の写真などを映像で紹介）子どもたちには、大正から昭和・平成・令和と続
くこの学校を大切にしながら、これからもみんなでもっともっといい学校をつくっ
ていこうと話しました。
では、今年度の本校の教育についてお話させていただきます。本校の教育目標は

「光る子の育成を図る」で、めざす子どもの姿を「つよく」「やさしく」「心をこ
めて」としています。「つよく」とは、自分をふり返り心身ともに強く伸びていく
たくましい子ども、「やさしく」とは、人や自然に優しく働きかける思いやりのあ
る子ども、「心をこめて」とは、思いや考えをもち心をこめて取り組む子どもです。
学校では毎年、指導の重点を決めています。今年度は次の三つとしました。
一つ目は「確かな学力」です。今年度は特に書くことで自分の考えを確かめたり

伝えたり深めたりすることができるよう指導していきたいと思います。ご家庭でも
勉強部屋でなくてもいいので、一定の時間、集中して考えたり書いたりして、それ
が習慣化されるよう声をかけてあげてください。（我が家の話を紹介）
二つ目は「豊かな心」です。先ほどの開校記念式の中でも、子どもたちに、いい

学校をつくるというのは、一人一人の優しい言葉かけという小さいことから始まる
よと話しました。子どもたちが互いの人権を大切にして、人と関わったり、誰かの
役に立ったり自分の成長を実感したりすることができるよう、「すべての子どもを
すべての教職員で育てる」を合言葉として指導していきたいと思います。
三つ目は「健やかな体」です。やはり健康が大切です。自分の健康に関心をもち、

よりよい生活をしようとする態度を育てたいと思います。今年度もメディアコント
ロールについては中学校区で取り組んでいきます。本校でもゲームやスマホの時間
が結構長い子どもがいます。大切な学習・睡眠・家族とのふれあい・健康な身体が
損なわれることのないよう、ご家庭でも時間などのルールを決めていただくととも
に、便利さと危険などについてもお子さんに話をしていただければと思います。
その他、ＥＳＤ教育として環境学習や平和学習などにもしっかりと取り組んでい

きたいと思います。
学校生活の中ではいろいろなことがあります。すぐにできてうれしいこともあれ

ば、思いどおりにならなかったりどうしたらいいか分からなかったりすることもあ
るでしょう。また、勉強が分からないこともあるでしょう。私たちは指導をする中
で「頑張れ」と言うだけでなく、優しさを大事にして、子どもたちが困った時に「困
った」と言えたり相談できたりする教職員でありたいと思っています。
最後に、子どもたちの安全ということでお話させていただきます。先日、本校で

不法侵入・盗撮事案がありました。警察に通報し、地域のパトロール隊の方もすぐ
に来てくださいました。死角になるようなところが校内にも校外にもあります。子
どもたちはもちろん大人も被害に遭うことのないよう、気を配っていかなくてはな
らないと改めて感じました。教職員には普段から外部からの人にはしっかり確認の
声かけをということを話していますが、子どもたちの安全を最優先に、声かけや見
回りなど、より一層の安全確保に努めたいと思います。トイレは隙間をふさぎまし
たが、保護者の方からもできることがあればというお声をいただきました。ありが
とうございました。（その後、警察より、容疑者が１０日に逮捕されたという連絡
が入りました。）また、エアコンは来年度より設置される予定です。暑くなってき
ましたので、熱中症にも十分に注意していきたいと思います。
新しい元号の令和という言葉には、「ともに寄り添う」という意味もあるそうで

す。子どもの心に寄り添い、保護者の方と心を合わせ、地域の方と連携して今年度
もよりよい学校をつくっていきたいと思います。また、学校の情報も昨年度以上に
しっかりとお伝えできればと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。


